
感
染

症
検

査
陽

転
化

に
よ

る
遡

及
調

査
期

間

資
料
1-
1

病
原

体
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

N
AT

陽
転

時
血

清
学

的
検

査
陽

転
時

H
B

V

①
H

B
c
抗
体

(C
LE

IA
法

)が
検
出
さ
れ
た
場
合

可
能
な
限
り
過
去
に
遡
り
、
保
管
検
体
の
個
別

N
A

T
が
陰
性
と

判
定
さ
れ
る
ま
で
す
べ
て
の
輸
血
用
血
液
、
原
料
血
漿
を
遡
及

す
る
。

②
H

B
c
抗
体

(C
LE

IA
法

)が
検
出
さ
れ
な
い
場
合

遡
及
期
間
は

1
2
5
日
以
内
と
す
る
。
遡
及
期
間
内
の
過
去
の
直
近

（
前
回
）
及
び
前
回
か
ら
過
去

9
2
日
以
内
の
す
べ
て
の
輸
血
用

血
液
、
原
料
血
漿
を
遡
及
す
る
。

①
H
B
s
抗
原
(
H
B
c
抗
体
と
の
重
複
陽
性
例
含
む
）
が
陽
転
し
た
場

合 可
能
な
限
り
過
去
に
遡
り
、
過
去
の
直
近
（
前
回
）
及
び
前
回

か
ら
過
去
9
2
日
以
内
の
す
べ
て
の
輸
血
用
血
液
、
原
料
血
漿
を

遡
及
す
る
。

②
H
B
c
抗
体
の
み
が
陽
転
し
た
場
合

可
能
な
限
り
過
去
に
遡
り
、
保
管
検
体
の
個
別
N
A
T
が
陰
性
と
判

定
さ
れ
る
ま
で
す
べ
て
の
輸
血
用
血
液
、
原
料
血
漿
を
遡
及
す

る
。

H
C

V
遡
及
期
間
は
1
9
2
日
以

内
と
す
る
。

遡
及
期
間
内
の
過
去
の

直
近
（
前
回
）
及
び
前
回
か
ら
過
去
5
0

日
以
内
の
す
べ
て
の
輸

血
用
血
液
、
原
料
血
漿
を
遡
及
す
る
。

可
能
な
限
り
過
去
に
遡
り
、
過
去
の
直
近
（
前
回
）
及
び
前
回

か
ら
過
去
5
0
日
以
内
の
す
べ
て
の
輸
血
用
血
液
、
原
料
血
漿
を

遡
及
す
る
。

H
IV

可
能
な
限
り
過
去
に
遡
り
、
過
去
の
直
近
（
前
回
）
及
び
前
回

か
ら
過
去
5
8
日
以
内
の
す
べ
て
の
輸
血
用
血
液
、
原
料
血
漿
を

遡
及
す
る
。

可
能
な
限
り
過
去
に
遡
り
、
過
去
の
直
近
（
前
回
）
及
び
前
回

か
ら
過
去
5
8
日
以
内
の
す
べ
て
の
輸
血
用
血
液
、
原
料
血
漿
を

遡
及
す
る
。

注
）

前
回

検
体

が
20

00
年

2月
以

前
（
50

プ
ー

ル
N

A
T開

始
前

）
の

場
合

は
、

保
管

検
体

の
N

A
T陰

性
時

点
か

ら
、

そ
の

ウ
イ

ン
ド

ウ
期

間
（
H

B
V

：
68

日
、

H
C

V
：
46

日
、

H
IV

：
52

日
）
ま

で
遡

る
。

１
．

血
清

学
的

検
査

が
陽

性
時

は
、

確
認

試
験

等
の

追
加

試
験

を
実

施
し

、
陽

性
と

判
定

さ
れ

た
場

合
に

遡
及

調
査

を
実

施
す

る
。

２
．

遡
及

調
査

を
実

施
す

る
た

め
の

、
追

加
試

験
に

つ
い

て
は

、
資

料
1-

2「
遡

及
調

査
に

係
る

追
加

試
験

」
に

よ
る

。

３
．

遡
及

調
査

期
間

に
つ

い
て

は
、

安
全

性
を

考
慮

し
当

面
の

間
、

50
ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
検

査
時

に
作

成
し

た
期

間
で

実
施

す
る

。
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遡
及

調
査

に
か

か
る

追
加

試
験

資
料
1-
2

H
B

s抗
原

H
C

V
抗

体
H

IV
抗

体

追
加

試
験

今
回

陽
性

の
検

体

①
中

和
試

験

②
個

別
N

AT

今
回

陽
性

の
検

体
及

び
前

回
の

検
体

①
個

別
N

AT

今
回

陽
性

の
検

体

①
W

B
法

②
個

別
N

A
T
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H
B

V検
査

陽
転

時
の

遡
及

調
査

資
料
1-
3

可
能

な
限

り
遡

り
、

保
管

検
体

の
個

別
N

A
Tが

陰
性

と
判

定
さ

れ
る

ま
で

遡
及

す
る

●

ｽ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ

N
A

T
陽

転

H
B

c抗
体

が
検

出
(C

LE
IA

法
)

さ
れ

な
い

場
合

H
B

c抗
体

が
検

出
(C

LE
IA

法
)

さ
れ

た
場

合

遡
及

期
間

内
の

前
回

及
び

前
回

か
ら

過
去

92
日

以
内

の
す

べ
て

の
血

液

●
○

○

12
5日

以
内

可
能

な
限

り
遡

り

前
回

献
血

○●

●H
B

s抗
原

が
陽

転
（
H

B
c抗

体
と

の
重

複
陽

性
例

含
む

）

可
能

な
限

り
過

去
に

遡
り

、
過

去
の

直
近

（
前

回
）
及

び
前

回
か

ら
過

去
92

日
以

内
の

す
べ

て
の

血
液

可
能

な
限

り
遡

り

92
日

中
和

試
験

又
は

個
別

Ｎ
Ａ

Ｔ
が

陽
性

の
場

合
に

遡
及

調
査

を
実

施
す

る
。

前
回

献
血

○●

可
能

な
限

り
遡

り
、

保
管

検
体

の
個

別
N

A
Tが

陰
性

と
判

定
さ

れ
る

ま
で

遡
及

す
る

●

●
○

○

前
回

献
血

○●
H

B
c
抗

体
の

み
陽

転

可
能

な
限

り
遡

り
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H
C

V検
査

陽
転

時
の

遡
及

調
査

資
料
1-
4

●ｽ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞN

A
T
陽

転

遡
及

期
間

内
の

前
回

及
び

前
回

か
ら

過
去

50
日

以
内

の
す

べ
て

の
血

液

19
2日

以
内

●H
C

V
抗

体
が

陽
転

可
能

な
限

り
過

去
に

遡
り

、
過

去
の

直
近

（
前

回
）
及

び
前

回
か

ら
過

去
50

日
以

内
の

す
べ

て
の

血
液

可
能

な
限

り
遡

り
50

日

前
回

献
血

○●

今
回

献
血

又
は

前
回

献
血

の
個

別
Ｎ

Ａ
Ｔ

が
陽

性
の

場
合

に
遡

及
調

査
を

実
施

す
る

。
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H
IV

検
査

（
ｽ

ｸ
ﾘ
ｰ

ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞN

A
T陽

転
時

、
血

清

学
的

検
査

陽
転

時
）
の

遡
及

調
査

資
料
1-
5

●H
IV

検
査

が
陽

転

可
能

な
限

り
過

去
に

遡
り

、
過

去
の

直
近

（
前

回
）
及

び
前

回
か

ら
過

去
58

日
以

内
の

す
べ

て
の

血
液

可
能

な
限

り
遡

り
58

日

前
回

献
血

○●

H
IV

抗
体

が
陽

転
の

場
合

は
、

W
B

法
又

は
個

別
N

A
Tが

陽
性

の
場

合
に

遡
及

調
査

を

実
施

す
る

。
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50
-p

oo
l N

A
T陽

転
化

例
の

遡
及

期
間

資
料

2

感
染

個
別

N
A

T 
(+

)
血

清
学

検
査

(+
)

da
ys

50
ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
N

A
T陽

転
化

W
P1

W
P2

50
ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
N

A
T 

W
P

遡
及

期
間

H
B

V
(H

B
c抗

体
が

検
出

(C
LE

IA
法

)さ
れ

な
い

場
合

)
,H

C
V

20
ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
N

A
T 

W
P

H
IV

陽
転

化
例

及
び

H
B

V
陽

転
化

例
で

H
B

c抗
体

が
検

出
(C

LE
IA

法
)さ

れ
た

場
合

は
、

可
能

な
限

り
遡

る
こ

と
と

す
る

。

①
遡

及
期

間
は

50
ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
N

AT
陽

転
化

時
を

起
点

と
し

て
、

H
BV

（
H

Bc
抗

体
が

検
出

さ
れ

な
い

場
合

）
は

12
5日

、
H

C
Vは

19
2日

以
内

と
す

る
。

ま
た

、
H

IV
は

可
能

な
限

り
遡

る
こ

と
と

す
る

。
な

お
、

H
B

V
50

-p
oo

l N
AT

陽
転

時
で

H
Bc

抗
体

（
C

LE
IA

法
）
が

検
出

さ
れ

た
場

合
は

、
可

能
な

限
り

過
去

に
遡

り
、

保
管

検
体

の
個

別
N

AT
が

陰
性

と
判

定
さ

れ
る

ま
で

遡
及

す
る

｡
［

50
-p

oo
l N

AT
陽

転
化

例
（
急

性
感

染
）
の

感
染

時
期

は
、

血
清

学
検

査
の

ウ
イ

ン
ド

ウ
期

間
内

（
W

P
1+

W
P

2）
に

存
在

す
る

］
※

遡
及

調
査

期
間

に
つ

い
て

は
、

安
全

性
を

考
慮

し
当

面
の

間
、

50
ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
検

査
時

に
作

成
し

た
期

間
で

実
施

す
る

。

②
上

記
の

遡
及

期
間

内
の

範
囲

で
直

近
前

回
及

び
そ

の
過

去
92

日
（
H

B
V

:H
B

c抗
体

が
検

出
さ

れ
な

い
場

合
）
、

50
日

(H
C

V)
ま

た
は

58
日

（
H

IV
)以

内
の

す
べ

て
の

輸
血

用
血

液
、

原
料

血
漿

を
遡

及
調

査
の

対
象

と
す

る
。

［
直

近
前

回
が

50
-p

oo
l N

AT
陰

性
で

あ
れ

ば
、

感
染

時
期

は
50

-p
oo

l N
AT

 W
Pの

期
間

内
に

存
在

す
る

]

＊
こ

の
対

応
に

よ
り

陽
転

化
例

の
発

生
後

、
迅

速
に

一
括

し
て

回
収

・
遡

及
調

査
が

可
能

に
な

る
。

50
ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
N

A
T(

+)
20

ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
N

A
T(

+)
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血
清

学
的

検
査

陽
転

化
例

の
遡

及
期

間

資
料

3 

感
染

個
別

N
A

T 
(+

)
血

清
学

検
査

(+
)

da
ys

血
清

学
検

査
陽

転
化

①
遡

及
調

査
の

対
象

（
H

B
c抗

体
陽

転
化

を
除

く
)

①
血

清
学

的
検

査
陽

転
化

例
に

お
け

る
遡

及
調

査
は

、
何

時
感

染
し

た
の

か
が

不
明

な
た

め
、

可
能

な
限

り
過

去
に

遡
り

、
直

近
前

回
（
ｽ

ｸ
ﾘ
ｰ

ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞN

AT
陰

性
）
及

び
そ

の
過

去
92

日
（
H

BV
・
H

Bc
抗

体
が

検
出

さ
れ

な
い

場
合

）
、

50
日

（
H

C
V

）及
び

58
日

（H
IV

-1
）
以

内
の

す
べ

て
の

輸
血

用
血

液
、

原
料

血
漿

に
つ

い
て

引
き

取
り

措
置

・
遡

及
調

査
を

実
施

す
る

。
（
直

近
前

回
が

ｽ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞN

AT
未

実
施

例
の

場
合

は
、

さ
ら

に
過

去
に

遡
り

、
ｽ

ｸ
ﾘ
ｰ

ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞN

AT
陰

性
献

血
を

前
回

と
判

断
す

る
) 

H
Bc

抗
体

陽
転

化
例

は
、

可
能

な
限

り
過

去
に

遡
り

、
保

管
検

体
の

個
別

N
AT

が
陰

性
と

判
定

さ
れ

る
ま

で
遡

及
調

査
す

る
｡

※
遡

及
調

査
期

間
に

つ
い

て
は

、
安

全
性

を
考

慮
し

当
面

の
間

、
50

プ
ー

ル
検

査
時

に
作

成
し

た
期

間
で

実
施

す
る

。

＊
こ

の
対

応
に

よ
り

陽
転

化
例

の
発

生
後

、
迅

速
に

一
括

し
て

回
収

・
遡

及
調

査
が

可
能

に
な

る
。

50
ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
N

A
T(

+)
20

ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
N

A
T(

+)
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感
染

症
検

査
の

推
定

ｳ
ｲ
ﾝ
ﾄﾞ

ｳ
期

間
及

び
遡

及
期

間

資
料

4 

個
別

N
AT

個
別

N
AT

（
－

）

50
（
20

）

ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
N

AT
50

ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
N

AT
 （

－
）

血
清

学
的

検
査

50
ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
N

AT
（＋

）

W
P

遡
及

期
間

W
P

遡
及

期
間

W
P

遡
及

期
間

H
B

V
３

４
日

*1
６

８
日

４
６

日

（
44

日
）

９
２

日
５

９
（
３

７
～

８
７

）
日

*1
１

２
５

日
*2

H
C

V
２

３
日

*1
４

６
日

２
４

．
８

日

（
24

.5
日

）
５

０
日

８
２

（
５

４
～

１
９

２
）
日

*1
１

９
２

日

H
IV

１
１

日
*1

５
２

日
*3

１
４

日

（
13

.5
日

）
５

８
日

*3
２

２
（
６

～
３

８
）
日

*1
６

８
日

*3

遡
及

期
間

の
設

定
方

法
Sc

hr
ei

be
rの

報
告

し
た

ウ
イ

ン
ド

ウ
期

（
W

P）
は

平
均

値
を

示
す

た
め

、
個

人
差

に
よ

る
影

響
及

び
ウ

イ
ル

ス
の

増
殖

速
度

を
考

慮
し

て
50

プ
ー

ル
Ｎ

Ａ
Ｔ

陰
性

時
の

遡
及

期
間

は
各

W
Pの

２
倍

の
日

数
と

し
た

。
ま

た
、

50
プ

ー
ル

N
A

T陽
性

時
の

遡
及

期
間

は
血

清
学

的
検

査
の

W
Pの

最
長

期
間

と
す

る
｡

た
だ

し
、

H
IV

に
つ

い
て

は
感

染
性

ウ
イ

ン
ド

ウ
期

間
の

2倍
に

感
染

時
期

か
ら

感
染

性
ウ

イ
ン

ド
ウ

期
間

に
到

る
最

大
値

30
日

を
加

算
し

た
日

数
と

し
た

。
※

遡
及

調
査

期
間

に
つ

い
て

は
、

安
全

性
を

考
慮

し
当

面
の

間
、

50
プ

ー
ル

検
査

時
及

び
凝

集
法

検
査

時
に

作
成

し
た

期
間

で
実

施
す

る
。

*1
S

ch
re

ib
er

 G
B

 e
t a

l. 
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献血者から始まる遡及調査
（ＨＢｓ抗原陽性〔ＨＢｃ抗体との重複陽性例を含む〕）

ＨＢｓ抗原 検査(CLEIA法) 陽性

中和試験又は個別ＮＡＴ

終了

輸血用血液：使用停止または回収（有効期間内の場合）

医療機関：個別ＮＡＴの結果を情報提供・受血者感染調査

分画用原料送付先：個別ＮＡＴ陽性時に情報連絡

無

陽性

保管検体による個別NAT

輸血用血液が感染の原因となった場合、医療機関からの感染症報告依頼

（案）

感染症（疑い）報告との照合

献血歴の有無

両方陰性
終了

有
過去の直近（前回）及び前回から過
去92日以内を遡及

追加試験
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献血者から始まる遡及調査
（ＨＣＶ抗体 陽性）

ＨＣＶ抗体 検査(CLEIA法) 陽性

献血歴の有無 終了

輸血用血液：使用停止または回収（有効期間内の場合）

医療機関：個別ＮＡＴの結果を情報提供・受血者感染調査

分画用原料送付先：個別ＮＡＴ陽性時に情報連絡

無

有

輸血用血液が感染の原因となった場合、医療機関からの感染症報告依頼

（案）

感染症（疑い）報告との照合

個別ＮＡＴ

個別ＮＡＴ
過去の直近（前回）及び前回
から過去50日以内を遡及

陽性

献血歴の有無
陰性

無

有

陽性

陰性

未実施の場合個別ＮＡＴ

過去の直近
（前回）及び前
回から過去50
日以内を遡及

終了

追加試験
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